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墨
画
小
品
展
と
「
大
菩
薩
峠
」
挿
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
新
出
石
井
鶴
三
宛
中
里
介
山
・
西
田
武
雄
書
簡
か
ら松　

本　

和　

也　
（
信
州
大
学
人
文
学
部
）

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　

挿
絵
（
画
家
）
の
社
会
的
地
位
―
―
こ
う
し
た
問
題
設
定
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
挿
絵
史
で
特
筆
さ
れ
て
き
た
の
は
、
た
と
え
ば
石
井
鶴
三
（
１
）

に
よ
る
上
司

小
剣
（
２
）「

東
京
」（
一
九
二
一
～
一
九
二
三
）、
中
里
介
山
「
大
菩
薩
峠
」（
一
九
二

五
～
一
九
二
八
）、
あ
る
い
は
木
村
荘
八
、
河
野
通
勢
、
山
本
鼎
、
川
端
龍
子

が
関
わ
っ
た
白
井
喬
二
「
富
士
に
立
つ
影
」（
一
九
二
四
～
一
九
二
七
）
と
い
っ

た
大
正
末
年
の
新
聞
小
説
挿
絵
だ
ろ
う
。
時
期
を
考
え
れ
ば
、
右
に
名
前
を
あ

げ
た
芸
術
家
た
ち
が
挿
絵
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
挿
絵
（
画
家
）
の
社
会
的
地

位
と
い
っ
た
問
題
領
域
が
浮
上
し
た
の
だ
と
も
い
え
る
は
ず
で
、
そ
こ
に
は
挿

絵
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
と
そ
の
描
き
手
と
い
う
要
素
の
、
従
前
と
は
異
な
る
組

み
合
わ
せ
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
本
稿
の
視
座
と
な
る
石
井
鶴
三
に
つ
い
て
、
大
正
末
年
の
動
向
を

三
木
多
聞
の
整
理
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
石
井
鶴
三
は
彫
刻
を
は
じ
め
、
素
描
、
油
絵
、
水
墨
、

水
彩
画
、
版
画
、
挿
絵
等
、
非
常
に
幅
広
く
活
躍
し
た
マ
ル
チ
人
間
で

あ
っ
た
が
、
大
正
末
期
は
そ
の
マ
ル
チ
ぶ
り
が
最
も
発
揮
さ
れ
た
時
期

で
あ
っ
た
。
大
正
一
○
年
（
一
九
一
二
）
鶴
三
は
日
本
水
彩
画
会
の
会
員

と
な
り
、
第
八
回
展
に
「
曲
馬
」
を
出
品
し
て
い
る
。
翌
一
一
年
（
一
九

二
三
）
小
杉
未
醒
、
倉
田
白
羊
、
森
田
恒
友
、
山
本
鼎
ら
が
発
起
人
と
な

っ
て
春
陽
会
が
創
立
さ
れ
、
鶴
三
は
中
川
一
政
、
椿
貞
雄
、
岸
田
劉
生
、

萬
鉄
五
郎
、
木
村
荘
八
ら
と
共
に
招
か
れ
て
客
員
会
員
と
な
り
、
翌
年

の
第
一
回
春
陽
会
展
に
「
耕
作
」「
夜
の
電
車
」「
浴
泉
（
一
）（
二
）」
を

出
品
し
て
い
る
し
、
大
正
一
一
年
日
本
創
作
版
画
協
会
が
創
立
さ
れ
、

そ
の
会
員
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
鶴
三
個
人
の
問
題
と
い
う

よ
り
も
、
大
正
末
期
の
日
本
の
美
術
界
が
美
術
団
体
の
新
し
い
編
成
段

階
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
が
、
鶴
三
個
人
は
、
大
正
一

○
年
朝
日
新
聞
紙
上
に
上
司
小
剣
の
『
東
京
』（
愛
慾
篇
）
の
挿
絵
を
執

筆
し
、
一
二
年
に
は
『
東
京
』（
争
闘
篇
）
の
挿
絵
執
筆
と
、
新
聞
小
説

の
挿
絵
画
家
と
し
て
の
評
価
が
次
第
に
高
ま
り
、
そ
れ
は
間
も
な
く
大

正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
以
後
の
中
里
介
山
『
大
菩
薩
峠
』
の
挿
絵
の
大

活
曜
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
（
３
）

。

　

こ
の
よ
う
に
、
鶴
三
の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
み
て
も
、
大
正
末
年
の
挿
絵
は

特
筆
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
の
だ
け
れ
ど
、
明
治
期
以
降
の
新
聞
小
説
挿
絵
（
史
）

を
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
の
描
き
手
の
多
く
は
社
内
の
人
物
か
、
い
わ
ゆ
る
職

人
と
し
て
の
挿
絵
画
家
で
あ
っ
た
（
４
）
。
そ
れ
が
、
大
正
中
期
に
な
る
と
、
す
で
に

芸
術
家
（
本
画
家
）
と
し
て
一
定
の
評
価
を
得
た
人
々
が
、
挿
絵
と
い
う
領
域

へ
と
そ
の
仕
事
の
場
を
広
げ
て
い
く
、
い
わ
ば
地
殻
変
動
と
も
称
す
べ
き
変
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化
が
生
じ
て
い
く
の
だ

（
５
）

。
そ
の
帰
結
と
し
て
、
従
前
か
ら
の
挿
絵
に
対
す
る
社

会
的
評
価
と
、
そ
の
描
き
手
お
よ
び
挿
絵
へ
の
（
芸
術
的
／
社
会
的
）
評
価
の

ズ
レ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
挿
絵
画
家
の
社
会
的
地
位
と
い
っ
た
問
題
領

域
が
挿
絵
（
画
家
）
を
め
ぐ
る
境
域
か
ら
浮
上
し
て
き
た
の
だ
。

　

こ
う
し
た
動
向
に
つ
い
て
は
、
右
に
も
そ
の
一
端
を
示
し
た
通
り
、
具
体

的
な
挿
絵
画
家
と
そ
の
（
主
に
は
新
聞
連
載
小
説
に
添
え
ら
れ
た
）
挿
絵
を
あ

げ
、
芸
術
性
に
言
及
し
つ
つ
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
こ

そ
が
具
体
的
‐
現
実
的
な
事
態
の
推
移
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

い
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
制
作
さ
れ
た
挿
絵
が
、
再
び
芸
術
の

場
へ
と
差
し
戻
さ
れ
て
い
っ
た
ケ
ー
ス
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　

こ
こ
で
想
定
し
て
い
る
の
は
、
一
九
二
五
年
一
二
月
一
五
日
よ
り
一
〇
日

間
開
催
さ
れ
た
、
墨
画
小
品
展
で
あ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
異
性
を
図
式
的

に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
す
で
に
芸
術
家
で
あ
っ
た
人
々
が
、
小
説
の
挿
絵
と

い
う
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
制
作
し
た
（
新
聞
や
講
談
雑
誌
と
い
っ
た
大
衆
向

け
複
製
芸
術
と
し
て
の
）
挿
絵
／
芸
術
作
品
を
、（
本
画
に
擬
し
得
る
）
挿
絵
原

画
と
い
う
か
た
ち
で
展
覧
会
に
掲
げ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
逆
輸
入

0

0

0

の
よ
う
な

営
為
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
帰
結
と
し
て
、
本
画
と
挿
絵
は
並
置

0

0

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
挿
絵
に
も
ま
た
高
い
芸
術
性
が
備
給
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
し
、
芸
術
家
と
し
て
は
本
画
も
挿
絵
も
と
も
に

0

0

0

芸
術
と
見
做
し
て

い
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
表
明
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
動
向
と
関
わ
り
、
挿
絵
の
著
作
権
が
問
題
化
さ
れ
て
も

い
く
。「
大
菩
薩
峠
」
の
挿
絵
著
作
権
を
め
ぐ
っ
て
中
里
介
山
と
石
井
鶴
三
が

訴
訟
に
ま
で
及
ん
だ
「
挿
絵
事
件
」
が
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
る
の
は
一
九
三
四

年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
前
史
・
第
一
幕
こ
そ
、
こ
の
墨
画
小
品
展
だ
っ
た

の
だ
（
６
）

。
中
里
介
山
の
主
張
は
、
新
聞
小
説
の
挿
絵
は
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
自
体

が
小
説
（
家
）
に
拠
る
も
の
で
、
挿
絵
の
独
立
し
た
著
作
権
は
認
め
ら
れ
な
い

（
挿
絵
の
著
作
権
も
原
作
小
説
家
に
あ
る
）と
い
う
極
端
な
も
の
で
あ
っ
た

（
７
）

。
実

際
、
石
井
鶴
三
が
「
大
菩
薩
峠
」
挿
絵
の
原
画
を
挿
絵
展
に
出
品
し
た
折
、
中

里
介
山
は
次
の
よ
う
な
警
告
を
発
し
て
も
い
る
。
信
州
大
学
蔵
「
石
井
鶴
三
関

連
資
料
」
か
ら
発
見
さ
れ
た
書
簡
を
み
て
み
よ
う
。

１
、
石
井
鶴
三
宛
中
里
介
山
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
１
３
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

拝
啓

　

画
会
の
件
ア
ナ
タ
ノ
方
は
ト
ニ
カ
ク

私
の
方
は
大
不
賛
成
で
す
。

西
田
と
い
ふ
男
ア
レ
は
純
然
た
る
書
画

屋
で
営
業
本
位
で
利
用
す
る
だ
け
の
も
の

で
す
。

一
度
会
つ
て
見
ま
し
た
が
問
題
に
な
り
ま
せ

ん
。
─
且
、
約
束
に
違
つ
た
や
り
方
を
［
改
ペ
ー
ジ
］

し
て
ゐ
ま
す
。

ト
ニ
カ
ク
、
お
や
り
な
さ
る
な
ら
お
や
り
な
さ

い
。

小
生
は
ド
コ
ま
で
も
不
賛
成
で
、
か
り
そ
め
に

も
自
己
の
作
物
を
営
業
と
悪
意
と
に

利
用
さ
れ
た
こ
と
を
覚
ゑ
て
ゐ
ま
す
。

ま
た
小
杉
氏
が
講
談
物
な
ど
を
平
気
で

執
筆
す
る
良
心
の
欠
け
た
こ
と
を
な
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
げ

き
貴
下
や
木
村
氏
の
如
き
人
が
、
こ
ん
な
種
類
［
改
ペ
ー
ジ
］
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の
展
覧
を
甘
ん
ず
る
の
を
甚
だ
遺
憾

と
致
し
ま
す
。
先
は

　
　

十
二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
里
生

石
井
鶴
三
様

　

宛
先
は
、 「
市
外
板
橋
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
本
文
・
消
印

と
も
に
一
九
二
五
年
一
二
月
一
三
日
、
消
印
の
時
間
は
午
後
一
〇
～
一
一
時
、

地
名
は
早
稲
田
。
裏
面
に
は
、 「
十
二
月
十
三
日
」
と
日
付
が
記
さ
れ
、
左
下
に

「
東
京
牛
込
早
稲
田
／
鶴
巻
三
百
／
中
里
彌
之
助
」と
朱
印
で
住
所
が
捺
さ
れ
て

い
る
。

　

開
口
一
番
、 「
大
不
賛
成
」
と
あ
り
、
中
里
介
山
の
強
烈
な
意
志
が
読
み
と
れ
、

次
節
以
降
、
中
心
的
に
と
り
あ
げ
て
い
く
「
西
田
」
＝
室
内
社
の
西
田
武
雄
に

対
す
る
不
信
感
も
多
分
に
混
じ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
こ
に
は
、
単
に
小
説
（
家
）
と
挿
絵
（
画
家
）
と
の
権
利
関

係
だ
け
で
な
く
、
自
作
小
説
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
中
里
介
山
の
明
確
な
主
張

‐
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
中
里
介
山
は
自
身

の
小
説
を
高
い
芸
術
性
を
も
っ
た
独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
に
関
す
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
小
説
や
講
談
と
並
置
さ
れ
る
の
を
、
こ
と
の
ほ
か
嫌
っ

て
い
た
の
だ
か
ら
。
同
展
に
小
杉
未
醒
は
、
講
談
「
清
水
次
郎
長
」
の
挿
絵
を

出
品
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
優
れ
た
芸
術
で
あ
る
自
作
小
説
の
挿
絵
と
同
時
に

挿
絵
展
に
並
べ
ら
れ
た
の
が
、
講
談
や
大
衆
小
説
の
挿
絵
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

中
里
介
山
を
不
快
に
さ
せ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

時
期
的
に
は
少
し
遡
る
が
、
以
下
、
傍
証
と
な
る
書
簡
を
、
信
州
大
学
蔵

「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
か
ら
紹
介
し
て
み
よ
う
（
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
、
中

里
介
山
は
、
書
簡
文
面
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
共
同
作
業
に
よ

っ
て
培
わ
れ
た
鶴
三
へ
の
信
頼
を
失
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
８
）

）。

２
、
石
井
鶴
三
宛
中
里
介
山
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
３
ａ
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

お
手
紙
拝
見
原
稿
の
方
は
つ
と
め
て
お
間
に
合
は
せ
ま

せ
う
。

画
会
の
件
も
至
極
お
も
し
ろ
い
企
と
存
じ
ま
た
有

益
な
る
刺
戟
と
も
な
り
ま
せ
う
が
、
小
生
と
し
て
一
つ
打
ち

明
け
て
申
せ
ば
不
快
な
事
は
報
知
の
白
井
君
と
い
ふ

人
は
小
生
の
模マ

マ

ば
か
り
や
り
た
が
る
人
で
、
そ
れ
を
ま
た

文
壇
の
或
種
の
尻
押
し
が
わ
ざ
と
小
生
と
比
較
し
ど
ち

ら
が
ど
う
の
か
う
の
と
弥
次
を
や
つ
て
ゐ
る
心
事
が
日

頃
浅
ま
し
い
と
思
つ
て
ゐ
る
処
へ
、
二
つ
だ
け
並
べ
て

新
ら
し
い
試
み
の
画
会
を
開
く
と
い
ふ
そ
の
事
が
［
小
生　

ミ
セ
ケ
チ
］

［
に
は
不
快
な
の
で
す
。　

ミ
セ
ケ
チ
］
イ
ヤ
に
思
ひ
ま
す
。

右
と
同
列
で
な
く
、
他
に
□
□
が
加
は
る
か
或
は

貴
下
単
独
で
お
や
り
に
な
る
な
ら
ば
少
し
も
異
議

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
木
村
荘
八
氏
に
対
し
て
も
敬

意
を
持
つ
て
居
り
ま
す
が
、
た
ゞ
白
井
と
い
ふ
人

及
び
そ
の
背
後
の
弥
次
が
大
嫌
ひ
な
の
で
す
。

こ
の
点
を
一
つ
御
考
慮
願
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す

先
は
取
り
敢
へ
ず
早
　々
　
　
　
　
　
　
　
　

不
備

　

大
正
十
四
年

九
月
三
十
日
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中
里
生

石
井
画
伯　

御
中

　

半
紙
に
書
か
れ
た
こ
の
書
簡
に
は
封
書
が
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、

本
文
中
に
日
付
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
文
面
か
ら
も
こ
の
書
簡
が
墨
画
小
品
展

に
関
わ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

冒
頭
の
話
題
は
、「
大
菩
薩
峠
」
連
載
原
稿
（
の
お
そ
ら
く
は
遅
延
）
に
つ
い

て
の
挿
絵
画
家
サ
イ
ド
か
ら
の
要
望
で
、
さ
ら
に
「
画
会
」
に
つ
い
て
打
診
‐

相
談
が
鶴
三
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
書
簡
で
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
当
初
は
中
里
介
山
も
「
画
会
の
件
も

至
極
お
も
し
ろ
い
企
」
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
一
事
に
尽
き
る
。
中
里
介
山
は
、

石
井
鶴
三
は
も
ち
ろ
ん
、
木
村
荘
八
に
も
好
意
的
な
意
向
を
示
し
て
お
り
、
ネ

ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
の
が
白
井
喬
二
で
あ
る
旨
も
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

何
と
い
っ
て
も
木
村
荘
八
の
出
品
作
品
が
、
白
井
喬
二
「
富
士
に
立
つ
影
」
の

挿
絵
だ
っ
た
の
だ
。挿
絵
画
家
二
人
に
は
問
題
は
な
い
、
し
か
し
、「
大
菩
薩
峠
」

と
「
富
士
に
立
つ
影
」
の
挿
絵
が
並
置

0

0

さ
れ
、
自
身
が
白
井
喬
二
と
同
列

0

0

に
置

か
れ
る
こ
と
が
「
イ
ヤ
」
な
の
だ
と
い
う
。

　

し
て
み
れ
ば
、
こ
の
書
簡
は
、
単
に
中
里
介
山
個
人
の
考
え
を
示
す
ば
か
り

で
な
く
、
こ
の
時
期
の
新
聞
連
載
小
説
挿
絵
（
画
家
）
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
凝

縮
さ
れ
た
、
い
わ
ば
時
代
の
問
題
を
体
現
し
た
一
通
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
の
ね
ら
い
は
、
こ
う
し
た
挿
絵
（
画
家
）
の
社
会
的
地
位
を
め
ぐ
る
大

正
末
年
の
動
向
と
し
て
見
逃
せ
な
い
墨
画
小
品
展
に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
石
井

鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
を
手
が
か
り
に
、
具
体
的
な
進
行
を
ま
と
め
、
そ
の
過

程
に
孕
ま
れ
た
当
事
者
達
の
考
え
（
の
ズ
レ
）
や
挿
絵
に
対
す
る
歴
史
的
認
識

に
つ
い
て
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
二
、
墨
画
小
品
展
開
催
へ
と
至
る
楽
屋
裏

　

本
節
で
は
、
研
究
史
上
に
お
い
て
も
情
報
の
少
な
い
墨
画
小
品
展
（
９
）

を
め
ぐ
っ

て
、
画
廊
サ
イ
ド
と
し
て
主
催
し
た
西
田
武
雄
（
室
内
社
画
堂
）
か
ら
の
鶴
三

宛
書
簡
を
紹
介
し
、
解
題
を
付
し
つ
つ
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の

か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
信
州
大
学
蔵
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
に
残

さ
れ
て
い
た
、
片
面
刷
り
の
書
き
こ
み
入
り
展
覧
会
案
内
に
つ
い
て
は
、
以
下

に
掲
げ
て
お
く
（［
書
４
─
６
０
３
］）。

　
　
　
二
、
墨
画
小
品
展
開
催
へ
と
至
る
楽
屋
裏

［書 4-603］：左

［書 4-603］：右
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書
簡
の
検
討
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
西
田
武
雄
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
く
。

西
田
武
雄
に
し
だ
・
た
け
お

版
画
家

［
生
年
月
日
］
明
治
二
七
年(

一
八
九
四
年)

七
月
一
一
日

［
没
年
月
日
］
昭
和
三
六
年(

一
九
六
一
年)

七
月
二
六
日

［
出
生
地
］
三
重
県
［
学
歴
］
横
浜
商
卒

六
歳
の
頃
横
浜
市
の
大
川
福
松
の
養
子
と
な
る
。
在
学
中
の
大
正
三
年
文

展
に
初
入
選
し
、
翌
四
年
西
田
家
へ
戻
る
。
七
年
本
郷
美
術
研
究
所
に
入

り
岡
田
三
郎
助
に
師
事
。
一
〇
年
中
国
へ
旅
行
し
、
一
一
年
帰
国
。
一
四

年
画
廊
「
室
内
社
」
を
開
き
、
昭
和
一
三
年
に
は
広
山
イ
ン
キ
株
式
会
社

を
設
立
。
一
八
年
恩
地
孝
四
郎
ら
と
版
画
奉
公
会
を
創
立
。
同
年
室
内
社

が
戦
災
に
あ
い
郷
里
に
疎
開
。
画
廊
経
営
、
日
本
近
代
美
術
の
研
究
な
ど

多
方
面
で
活
躍
す
る
一
方
、
エ
ッ
チ
ン
グ
を
独
習
し
て
そ
の
普
及
に
努

め
た
。
七
年
雑
誌｢

エ
ッ
チ
ン
グ
」
を
創
刊
、
門
下
か
ら
は
駒
井
哲
郎
な

ど
多
く
の
エ
ッ
チ
ャ
ー
が
出
て
い
る
。
著
書
に「
エ
ッ
チ
ン
グ
の
描
き
方
」

「
画
工
志
願
」
な
ど（

（1
（

。

　

信
州
大
学
蔵
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
を
み
た
限
り
で
は
、
一
番
は
じ
め
の

鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
は
、
一
九
二
五
年
九
月
の
も
の
で
あ
る
。

３
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
０
４
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

九
月
に
い
り
ま
し
た
の
で

そ
ろ
〳
〵
準
備
に
と
り
か
ヽ
り
た
い
と

存
じ
ま
す
、
何
分
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　

御
願
い
た
し
ま
す

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
市
外
板
橋
中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付

は
一
九
二
五
年
九
月
三
日
、
時
間
は
午
午
後
時
か
ら
九
時
、
地
名
は
日
本
橋
。

裏
面
は
、
室
内
社
画
堂
の
宣
伝
用
に
刷
ら
れ
た
も
の
で
、
横
置
き
・
右
半
分
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
様
子
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
中
央
に
は
「
画
堂
新
着
品
」
と
い
う

文
字
、
左
端
に
は
差
出
人
名
と
し
て
「
京
橋
区
北
槇
町
日
米
信
託
ビ
ル
二
階
二

一
八
／
洋
画
、
彫
刻
、
版
画　

室
内
社
画
堂
／
西
田
武
雄
」
と
刷
り
こ
ま
れ
て

い
る
。
右
の
文
面
は
、「
画
堂
新
着
品
」
と
差
出
人
名
の
あ
い
だ
の
ス
ペ
ー
ス
に

手
書
き
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
具
体
的
に
何
の
準
備
か
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く

墨
画
小
品
展
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
企
画
自

体
は
双
方
で
了
解
済
み
と
な
っ
て
お
り
、
三
ヶ
月
ほ
ど
前
に
、
西
田
サ
イ
ド
か

ら
促
す
か
た
ち
で
準
備
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

４
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
０
５
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

三
日
に
下
神
し
て
故
芝
川
照
吉
氏
の
聚
集
品
を
拝
見

し
ま
し
た
、
十
月
に
は
当
方
で
売
立
を
し
た
い
と
存
じ
ま
す
、

日
本
で
最
初
の
洋
画
の
売
立
に
な
る
と
存
じ
ま
す
、

故
青
木
繁
の
十
五
点
、
浅
井
忠
の
三
点
、
柏
亭
の

二
十
二
点
、
リ
ウ
セ
イ
の
二
十
五
点
、（
先
生
の
三
点
、）
繁
次

郎
の
二
十
二
点
等
最
も
め
ぼ
し
い
も
の
で
す
、
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今
月
中
に
は
当
方
へ
荷
が
つ
き
ま
す
の
で
御
ら
ん
下
さ
い
、

例
の
展
覧
会
の
方
も
そ
ろ
く
取
り
か
ヽ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
近
日
中
に
御
作
を
拝
借
に
参
上
致
し

ま
す　

何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
し
ま
す
、
ま
だ
多
忙

の
た
め
院
展
を
み
て
お
り
ま
せ
ん
、
い
づ
れ
お
目
に
か
ヽ 

　
　
　
　
　
　

り
万
々

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
府
下
板
橋
中
丸
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
本
文
・
消
印
と

も
に
一
九
二
五
年
九
月
一
一
日
、
時
間
は
読
み
と
れ
な
い
、
地
名
は
本
郷
。
表

面
左
下
に
「
京
橋
区
北
槇
街
／
日
米
信
託
ビ
ル
デ
ン
グ
内
／
室
内
社
」
の
ス
タ

ン
プ
印
、
そ
の
左
下
に
手
書
き
で
「
西
田
武
雄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

芝
川
照
吉
（
一
八
七
一
～
一
九
二
三
）
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
毛
織

物
貿
易
で
財
を
成
し
〝
羅
紗
王
〟
と
ま
で
呼
ば
れ
た
実
業
家
で
、
日
本
洋
画
家

の
先
駆
的
な
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る（

（1
（

。
芝
川
の
死
後
、
西
田

武
雄
は
そ
の
遺
品
売
り
立
て
に
関
わ
っ
た
。
第
一
回
芝
川
照
吉
蒐
集
品
売
立
展

覧
会
（
於
室
内
社
画
堂
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
〇
～
二
五
日
）
は
、
主
催
が

芝
川
亀
太
郎
と
西
田
武
雄
・
室
内
社
画
堂
、
後
援
は
石
井
柏
亭
と
藤
井
達
吉
、

出
品
目
録
点
数
は
一
三
二
点
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
直
接
鶴
三
個
人
と
関
わ
り
の
あ
る
用
件
と
し
て
は
、
墨
画
小
品
展
を

指
す
と
思
わ
れ
る
「
例
の
展
覧
会
」
に
つ
い
て
「
御
作
」、
つ
ま
り
は
挿
絵
原
画

を
取
り
に
い
く
旨
の
連
絡
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
こ
に
い
う
「
院
展
」
と
は
、
第
一
二
回
日
本
美
術
院
展
（
九

月
三
日
～
二
九
日
）
で
、
鶴
三
は
石
膏
《
浴
女
》
を
出
品
し
て
い
る
。

５
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
０
７
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

女
学
校
で
先
生
の
ア
ダ
ナ
を
お
絹
様
お
銀
様

な
ぞ
と
つ
け
て
い
る
と
云
ふ
小
話
が
日
日
の
夕
刊
（
二
十
七
日
）

に
で
て
お
り
ま
し
た
、
面
白
い
と
思
い
ま
す

　

な
る
べ
く
人
物
が
い
ろ
〳
〵
出
て
く
る
様
に

　

お
願
し
ま
す
、
中
里
介
山
先
生
の

　

お
宅
は
ど
ち
ら
で
せ
う
か

　

一
度
お
挨
拶
に
上
つ
て
お
き
た
い
と

　
　
　
　
　

存
じ
ま
す

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
府
下
板
橋
中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
九
月

二
七
日
、
消
印
の
時
間
は
午
後
七
～
八
時
、
日
付
け
・
地
名
は
読
み
と
れ
な
い
。

表
面
左
下
に
「
京
橋
区
北
槇
町
／
日
米
信
託
ビ
ル
デ
ン
グ
内
／
室
内
社
」
の
ス

タ
ン
プ
印
、
そ
の
左
下
に
手
書
き
で
「
西
田
武
雄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

前
段
の
話
題
は
、
石
井
鶴
三
が
挿
絵
を
担
当
し
た
新
聞
連
載
小
説
、
中
里
介

山
「
大
菩
薩
峠
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。「
お
絹
様
お
銀
様
」
は
い
ず
れ
も

「
大
菩
薩
峠
」
の
登
場
人
物
名
で
あ
り
、
当
の
新
聞
記
事
「
小
話
」（『
東
京
日
日

新
聞
』
一
九
二
五
・
九
・
二
六
夕
、
三
頁
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

あ
る
女
学
校
で
先
生
の
ア
ダ
名
に
お
銀
様
、
お
豊
、
お
絹
、
道
庵
先
生
、

米
友
、（
但
龍
之
介
見
当
ら
ず
）（
丰
賛
）

　

後
段
に
つ
い
て
は
、
墨
画
小
品
展
を
念
頭
に
お
い
た
依
頼
・
相
談
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
最
終
的
に
鶴
三
は
、
同
展
に
挿
絵
原
画
二
三
枚
を
出
品
す
る
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、「
な
る
べ
く
人
物
が
い
ろ
〳
〵
出
て
く
る
様
に
」
と
い
う
西
田

の
要
望
は
、
描
か
れ
た
人
物
を
偏
ら
な
い
よ
う
に
選
ん
で
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
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と
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
大
菩
薩
峠
」
の
主
人
公
・
龍
之
介
な
ど
ば
か
り
で
な
く
、

新
聞
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
こ

と
を
う
け
て
の
、
西
田
サ
イ
ド
か
ら
の
要
望
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、
同
箇
所
か

ら
は
、
こ
の
時
点
で
は
展
示
す
る
挿
絵
を
、
あ
る
程
度
に
せ
よ
鶴
三
が
選
ん

で
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
段
階
で
、
西
田
が
中
里
介
山
に
「
挨
拶
」
に
い
く
予
定
だ
っ

た
こ
と
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
後
に
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
表
面
化
す
る
よ
う
に
、

「
大
菩
薩
峠
」
の
ヒ
ッ
ト
に
伴
い
、
中
里
介
山
は
自
ら
の
著
作
権
に
つ
い
て
敏

感
に
な
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
も
ふ
ま
え
、
西
田
は
展
覧

会
開
催
前
に
「
大
菩
薩
峠
」
の
著
者
で
あ
る
中
里
介
山
に
も
「
挨
拶
」
を
と
考

え
た
の
だ
ろ
う
。

６
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
７
─
１
３
１
３
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ほ
ん
と
う
に
困
り
ま
し
た
。
二
三
日
う
ち
に
お
目
に
か
ヽ
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
芝
川
氏
の
蒐
集
品
が
二
百
点
到
着
し

ま
し
た
。
今
更
な
が
ら
な
つ
か
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
、

商
売
身
よ
り
が
い
ヽ
と
で
も
云
ふ
の
で
せ
う
か
、

ご
ら
ん
方
方
お
出
か
け
が
願
へ
れ
ば
幸
甚
で
す
、

今
晩
に
も
木
村
氏
を
た
づ
ね
た
い
と
存
じ
ま
す
、

先
生
の
たマ

マげ
を
先
に
し
て
あ
と
で
木
村
氏
と
河マ

マの
氏
の
で
も

や
つ
て
み
て
は
存
じ
ま
す
が
い
ヽ
が
で
せ
う
か
、
と
も
か
く

中
里
先
生
に
私
が
お
目
に
か
ヽ
り
ま
せ
う
、
そ
の
上
で
何
と

か
考
へ
ま
す
、
い
ろ
〳
〵
心
配
下
さ
れ
て
有
難
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
坐
い
ま
す

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
府
下
板
橋
中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
切
手

下
部
に
一
〇
月
四
日
と
記
さ
れ
て
い
る
。
消
印
は
読
み
と
れ
な
い
。
表
面
左
下

に
「
京
橋
区
北
槇
町
／
日
米
信
託
ビ
ル
デ
ン
グ
内
／
室
内
社
」
の
ス
タ
ン
プ
印
、

そ
の
左
下
に
手
書
き
で
「
西
田
武
雄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

二
行
目
か
ら
、
売
立
展
が
計
画
さ
れ
て
い
る
芝
川
照
吉
収
集
品
に
関
す
る
連

絡
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
前
後
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
冒
頭
の
「
ほ
ん
と
う

に
困
り
ま
し
た
」
以
下
、
墨
画
小
品
展
開
催
に
関
す
る
中
里
介
山
と
の
ト
ラ
ブ

ル
と
み
て
間
違
い
な
い
。
西
田
は
石
井
の
他
、
木
村
荘
八
と
も
相
談
し
な
が
ら

こ
と

0

0

に
あ
た
る
つ
も
り
の
よ
う
だ
が
、
複
数
の
画
家
の
作
品
を
同
時
に
展
示
す

る
案
や
、
実
際
に
は
展
示
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
河
の
氏
」（
河
野
通
勢
だ

と
思
わ
れ
る
）
の
作
品
を
展
示
す
る
案
な
ど
が
、
こ
の
時
点
で
は
浮
上
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

７
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
０
８
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

昨
夜
木
村
氏
に
［
あ　

ミ
セ
ケ
チ
］［
お　

右
傍
挿
入
］
め
に
か
ゝ
り
色
々
と
御

配
慮
に
あ
づ
か
り

ま
し
た
、
と
も
か
く
私
が
一
応
中
里
先
生
を
お
た
づ
ね

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
、
そ
の
上
で
御
返
事
い
た
し

ま
す
が
少
し
お
く
れ
る
様
に
な
り
ま
す
が
是
非

も
御
座
ひ
ま
せ
ん
、
芝
川
氏
の
聚
集
品
は
全
部

画
堂
へ
ま
い
つ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
御
覧
下
さ
い
、

売
立
展
は
二
十
日
よ
り
二
十
五
日
ま
で
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
、
明
日
は
木
村
氏
も
画
堂
へ
お
み
へ
に
な
り
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ま
す
の
で
又
御
相
談
い
た
し
ま
す
、

　
　
　
　
　

先
は
御
一
報
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
市
外
板
橋
中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
本
文
・

消
印
と
も
に
一
九
二
五
年
一
〇
月
七
日
、
消
印
の
時
間
は
午
後
七
～
八
時
、
地

名
は
日
本
橋
。
表
面
左
下
に
「
京
橋
区
北
槇
町
／
日
米
信
託
ビ
ル
デ
ン
グ
内
／

室
内
社
」
の
ス
タ
ン
プ
印
、
そ
の
左
下
に
手
書
き
で
「
西
田
武
雄
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
文
面
に
よ
る
と
、
墨
画
小
品
展
開
催
に
関
し
て
、
同
じ
く
出
品
予
定
者

で
あ
る
木
村
荘
八
の
も
と
を
西
田
が
訪
ね
て
、
何
か
し
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
面
談
の
帰
結
と
し
て
、
西
田
が
中
里
介
山
の
も
と
へ

行
く
と
い
う
の
だ
か
ら
、
相
談
も
中
里
介
山
に
関
わ
る
何
か
だ
っ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
鶴
三
が
「
大
菩
薩
峠
」
挿
絵
を
展
示
す
る
こ
と
に
関

し
て
、
時
間
を
か
け
て
も
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
〇
月
六
日
に
面
会
し
た
木
村
荘
八
が
、
八
日
に
は
画
堂
へ
来
る
の
で
ま
た

「
相
談
」す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
喫
緊
の
懸
案
事
項
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
芝
川
照
吉
の
遺
品
売
立
て
会
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
と
開
催
期
間
に

つ
い
て
の
連
絡
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

８
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
０
６
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

お
蔭
様
で
芝
川
氏
の
売
立
展
も
成
績
よ
く
終
り
ま
し
た
、

こ
の
次
は
先
生
の
を
や
り
た
い
と
存
じ
ま
す
、
来
月
十
五
日
頃
に

は
じ
め
た
い
と
存
じ
ま
す
、
い
づ
れ
御
参
し
ま
し
て
御
相

談
申
上
げ
る
心
算
で
御
座
い
ま
す
が
目
下
は
あ
と
か

た
づ
け
で
一
寸
と
手
を
は
な
し
か
ね
て
お
り
ま
す
、

キ
ヤ
リ
節
は
お
届
け
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
、

こ
の
次
は
大
い
に
御
力
添
へ
を
お
願
い
た
し
ま
す
、

　
　
　
　
　
　

十
月
二
十
九
日　
　
　
　
　

西
田
武
雄

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
市
外
板
橋
中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
本
文

に
あ
る
通
り
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
九
日（
消
印
は
九
月
三
〇
日
）、
消
印
の

時
間
は
午
後
二
～
三
時
、
地
名
は
日
本
橋
。
表
面
左
下
に
「
京
橋
区
北
槇
町
／

日
米
信
託
ビ
ル
デ
ン
グ
内
／
室
内
社
」
の
ス
タ
ン
プ
印
、
そ
の
左
下
に
手
書
き

で
「
西
田
武
雄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

先
の
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
０
５
］）
か
ら
一
ト
月
余
り
た
ち
、
話
題
に

な
っ
て
い
た
芝
川
照
吉
遺
品
の
売
立
て
会
は
首
尾
よ
く
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
こ
の
次
は
先
生
の
を
や
り
た
い
」と
い
う
の
は
、
墨
画
小
品
展
を
指
す
と
思

わ
れ
る
。
は
じ
め
る
日
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
「
来
月
十
五
日
頃
」
は
厳
密
に

と
れ
ば
一
一
月
一
五
日
を
指
す
は
ず
だ
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
実
際
に
は
予
定

か
ら
丸
一
ト
月
遅
れ
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
一
〇
月
末
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
葉
書
執
筆
時
点
が
一
一
月
の
つ
も
り
で
「
来
月
」
と
書
い

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
室
内
社
（
西
田
武
雄
）
に
と
っ
て
は
、

芝
川
照
吉
の
遺
品
売
立
て
会
に
つ
づ
く
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
墨
画
小
品
展
が
捉

え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
の
「
キ
ヤ
リ
節
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。

９
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
０
９
～
１
２
］）

　

仮
番
号
［
書
４
─
６
０
９
～
１
２
］
の
四
通
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
面
の
切
手
の



墨画小品展と「大菩薩峠」挿絵──新出石井鶴三宛中里介山・西田武雄書簡から27

下
に
「
第
一
」
～
「
第
四
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
文
面
も
一
連
の
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
一
括
し
て
翻
字
を
示
し
、
ま
と
め
て
解
題
を
付
す
こ
と
に
す
る
。

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
第
一
、［
書
４
─
６
０
９
］）

あ
の
夜
中
里
氏
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
が
御
留
守
で
し
た
、

昨
夜
御
目
に
か
ヽ
る
事
が
出
来
ま
し
た
、
別
々
に
や
る

な
ら
先
生
の
を
先
に
や
れ
と
の
お
話
で
し
た
の
で

承
知
し
て
帰
り
ま
し
た
、
木
村
氏
の
を
あ
と
か
ら

や
る
様
に
き
め
ま
し
た
、
い
ろ
〳
〵
の
挿
画

を
ま
ぜ
て
の
お
話
も
御
座
い
ま
し

し
た
が

画
商
に
も
挿
画
を
撰
た
く
す

る
だ
け
の
権
利
は
御
座
い
ま
す

見
わ
た
し
た
と
こ
ろ
挿
画
ら
し
い
も
の
は
見

あ
た
り
ま
せ
ん
の
で
寧
ろ
挿
画
と
し
て
よ
り

も
立
派
な
芸
術
と
し
て
画
堂
へ
列
へ
ま
し
て

い
た
だ
く
も
の
か
な
い
か
に
考
へ
ま
す

（
第
二
、［
書
４
─
６
１
０
］）

先
生
が
色
々
御
考
へ
に
な
る
の
も
石
井
先
生
の

挿
画
を
愛
せ
ら
る
ゝ
所
為
と
も
拝
察

い
た
し
ま
し
た
、
と
も
か
く
中
里
氏
の
御
承
に
ん

を
得
た
か
ら
に
は
私
に
御
一
任
を
御

願
い
た
し
ま
す
、
私
の
や
り

方
の
よ
く
な
い
場
合
は
責
任

を
負
ふ
つ
も
り
で
御
座
い
ま
す
、

そ
れ
に
中
里
先
生
に
も
御
話
申
上
ま
し
た
、

そ
れ
で
す
か
ら
今
月
中
に
先
生
の
原
稿

を
い
た
だ
い
て
来
月
五
日
頃
か
ら
や
り
た
い
と

存
じ
ま
す
が
如
何
で
せ
う
か

（
第
三
、［
書
４
─
６
１
１
］）

二
十
三
日
頃
に
も
う
一
度
御
邪
ま
し
て

先
生
の
草
稿
の
中
か
ら
私
に
ゑ
ら
ば
し
て

い
た
た
き
た
い
と
存
じ
ま
す

同
時
に
既
刊
大
菩
薩
の
挿
画

が
四
五
枚
中
里
氏
の
宅

に
あ
り
ま
す
の
で
そ
れ
も

同
時
に
展
観
し
た
い
と
存
じ
ま
す
、

中
里
氏
も
一
二
枚
御
所
望
の
趣
を
う
け
給

り
ま
し
た　

と
も
か
く
先
生
の
も
の
を
先
に
や
ら
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
、

（
第
四
、［
書
４
─
６
１
２
］）

木
村
氏
の
も
の
は
目
下
表
具
や
に
や
つ
て
あ
り

ま
す
が
先
生
の
も
の
を
今
月
中
に
表
具
や

の
手
に
渡
し
た
い
と
存
じ
ま
す

一
二
の
画
商
の
営
業
で
は

な
く

画
壇
か
ら
み
た
草マ

マ画
と

し
て
の
立
場
を
こ
の
私
に
主
張
さ
し
て
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い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
は
し
ま
い
か
と
存
じ
ま
す
、

い
づ
れ
お
目
に
か
ヽ
つ
て
委
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

　

以
上
四
通
の
葉
書
は
、
ま
と
め
て
書
か
れ
、
同
時
に
投
函
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
従
っ
て
、
以
下
の
情
報
は
四
通
共
通
で
あ
る
。
宛
先
は
、「
府
下
板
橋

中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
の
消
印
は
一
九
二
五
年
一
一
月
一
七
日
、

消
印
の
時
間
は
午
後
六
～
七
時
、
地
名
は
京
橋
。
表
面
左
下
に
手
書
き
で
「
西

田
武
雄
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
上
部
に
「
第
一
」
～
「
第
四
」
と
添
え
ら
れ
て
い

る
。

　

内
容
に
つ
い
て
、
細
か
く
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
の
、
一
貫
し
て
い
る
の
は

墨
画
小
品
展
開
催
を
念
頭
に
お
い
た
、
中
里
介
山
と
の
や
り
と
り
で
あ
る
。
こ

の
時
点
で
、
西
田
は
中
里
介
山
と
の
対
面
を
果
た
し
、
お
そ
ら
く
は
「
大
菩
薩

峠
」
挿
絵
の
展
示
に
つ
い
て
「
御
承
に
ん
を
得
た
」（
第
二
）
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
、
一
定
の
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏

書
き
し
て
も
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
「
責
任
」（
第
二
）
と
い
っ
た
文
言
が
み
ら
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

墨
画
小
品
展
開
催
ま
で
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
紹
介

し
て
い
る
一
連
の
書
簡
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
情
報
が
な
い
た
め
不
明
な
点
も
多

い
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
石
井
鶴
三
と
木
村
荘
八
を
時
期
的
に
ず
ら
し
、
鶴
三

の
も
の
（
の
み
）
を
先
に
開
催
す
る
線
で
話
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
だ
。

実
際
の
開
催
期
間
よ
り
五
日
早
い
「
来
月
五
日
頃
」（
一
二
月
五
日
を
指
す
）
が

検
討
さ
れ
て
い
る
の
も
、
お
そ
ら
く
は
中
里
介
山
の
意
向
を
受
け
な
が
ら
調
整

し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
（
ち
な
み
に
、
同
展
に
は
小
杉
未
醒
も
出
品
し
て
い

る
は
ず
だ
が
、
こ
の
時
点
で
名
前
は
み
ら
れ
な
い
）。

　

ま
た
、
展
示
挿
画
の
選
択
に
つ
い
て
は
、「
画
商
に
も
挿
画
を
撰
た
く
す
る
だ

け
の
権
利
は
御
座
い
ま
す
」（
第
一
）・「
私
に
ゑ
ら
ば
し
て
い
た
た
き
た
い
」（
第

三
）
な
ど
と
、
自
ら
が
積
極
的
に
関
わ
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
第
一
・
第
四
か
ら
は
、
挿
絵
を
本
絵
に
対
す
る
劣
位
項
と
し
て
で

は
な
く
、「
立
派
な
芸
術
」
と
意
味
づ
け
る
こ
と
を
目
論
む
、
画
商
と
し
て
の
西

田
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
姿
勢
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
て
み
れ
ば
、
や
は
り

本
展
は
従
来
の
挿
絵
史
・
美
術
史
に
一
石
を
投
ず
る
こ
と
を
も
企
図
し
た
、
す

ぐ
れ
て
戦
略
的
な
企
画
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

10
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
１
３
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

昨
日
は
色
々
と
御
高
配
に
あ
づ
か
り
深
謝
仕
り
候

と
も
か
く
開
催
を
決
定
安
堵
仕
り
候

先
生
の
も
の
は
来
月
十
五
日
頃
よ
り
一
週
間

木
村
氏
の
も
は
二
十
五
日
頃
よ
り
一
週
間

位
と
相
定
め
申
候
間

何
卒
共
に
御
力
添
へ
下
さ
れ
度

本
月
々
末
に
使
も
の
ま
い
ら
せ
候
間

お
作
品
御
渡
し
下
さ
れ
度
、
表
装
屋

約
二
週
間
を
要
し
候
間
左
様
御
願
申
上
度

先
は
御
礼
旁
々
御
願
ま
で　

草
々

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
府
下
板
橋
中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
本

文
・
消
印
と
も
に
一
九
二
五
年
一
一
月
二
四
日
、
消
印
の
時
間
は
午
後
一
～
二

時
、
地
名
は
読
み
と
れ
な
い
。
表
面
左
下
に
日
付
け
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
「
西

田
武
雄
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
。
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何
よ
り
重
要
な
の
は
開
催
が
「
決
定
」
に
至
っ
た
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
企
画
は
進
行
し
つ
つ
も
、
不
安
定
な
状
況
が

二
ヶ
月
ほ
ど
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

こ
の
段
階
で
は
、
墨
画
小
品
展
開
催
時
期
に
関
し
て
、
石
井
鶴
三
作
品
を
一

二
月
一
五
日
か
ら
、
木
村
荘
八
作
品
を
一
二
月
二
五
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
週

間
、
と
い
う
こ
と
で
話
が
進
ん
で
い
る
。
鶴
三
に
関
し
て
は
、
す
で
に
展
示
作

品
も
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
表
装
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
具
体
的
な
連
絡
も
付
さ

れ
て
い
る
。（
こ
こ
で
も
、
小
杉
未
醒
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
）

11
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
１
４
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

清
水
の
次
郎
長
と
び
出
し
ま
あ
〳
〵
と
云
つ
た

具
合
で
甚
だ
以
つ
て
大
成
功
木
村
氏
も
大
い
に

喜
は
れ
乗
気
い
た
さ
れ
居
り
し
候
間
何
卒

馬
力
を
御
願
申
上
候
本
日
ア
ト
リ
ヱ
社

ま
い
り
略
画
号
（［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
正
月
号
）
へ

先
生
の
も
の
と
木
村
氏
の
も
の
と

小
杉
先
生
の
も
の
を
写
真
に
て

い
れ
る
こ
と
に
相
成
り
本
日
撮
影

す
み
と
相
成
り
候
先
生
の
も
の
は
小
生
の

大
す
き
な
る
は
ん
ぺ
ん
、
ぼ
う
ず
を
入
れ
、

木
村
氏
の
「
益
満
」
の
方
へ
は
「
山
路
」
を
入
れ
る
こ
と
に

き
め
申
候
、
先
は
御
一
報
旁
々
御
願
ま
で　

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
市
外
板
橋
中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
本
文
・

消
印
と
も
に
一
九
二
五
年
一
一
月
二
八
日
、
消
印
の
時
間
は
午
後
八
～
九
時
、

地
名
は
京
橋
。
表
面
左
下
に
日
付
け
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
「
西
田
武
雄
」
と
署

名
さ
れ
て
い
る
。

  「
清
水
の
次
郎
長
」
と
あ
る
の
は
、
先
に
示
し
た
書
簡
［
書
４
─
６
０
３
］
に

よ
れ
ば
、
小
杉
未
醒
が
講
談
に
付
し
た
挿
絵
原
画
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

　

雑
誌
『
ア
ト
リ
エ
』
誌
上
で
は
、
一
九
二
六
年
一
月
号
「
別
刷
口
絵
」
欄
に
、

石
井
鶴
三
「
は
ん
ぺ
ん
坊
主
月
見
寺
に
走
る
」（
大
菩
薩
峠
挿
画
）、
小
杉
未
醒

「
新
平
・
五
蔵
の
出
合
」（
清
水
の
次
郎
長
挿
画
）、
木
村
荘
八
「
朱
門
道
場
の
立

合
」（
富
士
に
立
つ
影
挿
画
）
が
各
一
頁
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
誌
同

号
の
「
美
術
界
消
息
」（
一
九
三
頁
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

▲
未
醒
、
鶴
三
、
荘
八
墨
画
小
品
展

十
二
月
十
五
日
よ
り
十
日
間
、
京
橋
日
米
ビ
ル
二
階
室
内
社
画
堂
。
荘
八

氏
は
報
知
所
載
「
富
士
に
立
つ
影
」
の
挿
画
二
十
点
。
未
醒
氏
は
伯
山
講

演
の
清
水
次
郎
長
、
二
十
点
。
鶴
三
氏
は
東
京
日
日
所
載
「
大
菩
薩
峠
」

挿
画
二
十
点
。

　

実
際
の
出
品
点
数
と
は
異
な
る
が
、
三
人
展
と
し
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
確

か
で
、
そ
れ
が
こ
の
号
の
編
集
に
間
に
合
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
確
定
し
て
い
た
こ

と
も
う
か
が
え
る
。
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12
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
１
５
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

昨
夜
は
失
礼
。
と
も
か
く
、
気
に
し
て
も
し
か
た
が
な
い

考
へ
方
に
巨マ

マ離
が
あ
つ
て
は
も
の
に
な
ら
な
い
。

本
日
、
日
日
の
青
柳
氏
来
り
写
真
を
と
る
、

一
両
日
中
に
新
聞
へ
出
る
と
思
い
ま
す
、

新
聞
は
み
ん
な
好
感
を
も
つ
て
い
る
の
に

さ
て
も
さ
て
も
い
み
じ
き
お
大

な
る
哉

本
日
、
先
生
の
分
、

８
、
９
、
10
、
11
、
12
、
13
、
14
、
17
、
23
、

売
約
、
木
村
氏
の
傘
の
雪
と
、
６
売
約
、

主
な
る
参
□
社
、
坂
井
犀
水
氏
、
其
他
、

入
場
約
七
十
名
（
本
日
の
朝
日
新
聞
に
清
方
氏

　
　
　
　
　
　
　

先
生
の
作
、
ゲ
キ
賞
一
読
あ
り
た
し

                       

第
一
信

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
府
下
板
橋
中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
本
文
・

消
印
と
も
に
一
九
二
五
年
一
二
月
一
五
日
、
消
印
の
時
間
は
午
後
六
～
七
時
、

地
名
は
読
み
取
れ
な
い
。
表
面
左
下
に
日
付
け
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
「
西
田
武

雄
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
。

　
「
失
礼
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
は
不
明
。

　

そ
の
他
の
連
絡
事
項
と
し
て
は
、
日
日
新
聞
記
者
が
取
材
に
来
た
こ
と
、
売

約
済
み
と
な
っ
た
鶴
三
作
品
お
よ
び
木
村
荘
八
の
作
品
、
さ
ら
に
は
入
場
者
数

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
前
後
す
る
時
期
の『
東
京
日
日
新
聞
』に
は
、
ま
ず「
学

芸
消
息
」
欄
（
一
九
二
五
・
一
二
・
一
五
、
四
頁
）
に
「
▽
墨
画
小
品
展　

木

村
荘
八
、
小
杉
未
醒
、
石
井
鶴
三
の
三
氏
は
各
二
十
点
づ
つ
を
出
品
し
て
十
五

日
よ
り
十
日
間
京
橋
日
米
信
託
ビ
ル
で
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
会

期
中
に
山
下
新
太
郎
「
鶴
三
氏
の
挿
絵
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
五
・
一

二
・
二
二
、
四
頁
）
が
掲
載
さ
れ
る
。
長
く
な
る
が
、
以
下
に
全
文
を
引
用
し

て
お
く
。

『アトリエ』掲載の「はんぺん坊主月見寺に走る」
© Keibunsha, Ltd. 2015/JAA1500047
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石
井
鶴
三
、
木
村
荘
八
、
小
杉
未
醒
三
氏
の
挿
絵
原
画
展
覧
会
が
十

五
日
か
ら
十
日
間
京
橋
北
槇
町
の
日
米
ビ
ル
の
二
階
で
催
さ
れ
て
ゐ
る
。

尤
も
そ
れ
に
は
原
画
と
い
つ
て
も
一
度
版
に
さ
れ
た
絵
を
各
画
家
が
再

び
そ
れ
と
同
じ
も
の
を
画
仙
紙
に
描
き
或
ひ
は
そ
れ
に
淡
彩
を
施
し
な

ど
し
て
鑑
賞
用
の
絵
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

　

然
し
数
あ
る
挿
絵
の
中
三
氏
が
最
も
会
心
の
作
と
さ
れ
る
も
の
ゝ
み

を
選
ん
で
石
井
氏
が
廿
三
点
、
木
村
氏
が
十
九
点
、
小
杉
氏
が
十
二
点

出
品
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
何
れ
も
力
の
籠
つ
た
す
ぐ
れ
た
も

の
ゝ
み
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
石
井
氏
の
作
品
は
、
悉
く
す
ば
ら
し
き
出

来
栄
え
で
、「
龍
之
介
と
お
若
炉
辺
」「
福
村
女
軽
業
の
楽
屋
に
来
る
」「
與

入
両
国
橋
」「
駒
井
と
支
那
少
年
」
な
ど
は
殊
に
傑
作
で
あ
る
。「
龍
之
介

弁
信
を
斬
ら
ん
と
す
」
は
細
い
白
描
線
で
描
か
れ
て
あ
る
が
、
盲
と
盲
が

互
ひ
に
勘
で
相
手
を
倒
さ
う
と
す
る
意
気
が
両
者
の
眉
字
の
間
に
現
は

さ
れ
て
ゐ
て
見
て
居
て
も
胸
が
す
く
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
　
　

×　
　
　

×　
　
　

×

　

石
井
氏
は
数
年
前
に
、
確
か
上
司
小
剣
氏
の
小
説
に
も
挿
絵
を
描
い

て
居
ら
れ
た
や
う
に
記
憶
す
る
が
、
あ
の
頃
の
氏
の
絵
は
多
分
な
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
味
の
方
が
勝
つ
て
ゐ
て
、
ま
た
ほ
ん
た
う
の
処
に
打
つ
か
つ

て
居
ら
れ
な
い
気
が
し
た
が
今
度
の
「
大
菩
薩
峠
」
の
挿
絵
は
維
新
前
後

の
事
象
が
、
作
者
の
持
つ
或
る
物
と
ぴ
つ
た
り
と
合
つ
た
た
め
か
、
水

も
洩
ら
さ
ぬ
美
事
な
出
来
を
示
し
て
ゐ
る
。

　

ま
た
、「
朝
日
新
聞
」
云
々
と
あ
る
の
は
、
鏑
木
清
方
に
よ
る
「
学
芸
一
年
回

顧
と
展
望
（
十
一
）
今
年
の
美
術
界
【
一
】」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
五
・

一
二
・
一
五
、
五
頁
）
を
指
す
。
そ
こ
で
は
石
井
鶴
三
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
言
及
が
み
ら
れ
る
。

石
井
氏
の
風
俗
画
は
当
代
で
珍
重
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
よ
く
世
間
で
一

流
と
い
ふ
語
を
用
ゆ
る
、
画
商
の
展
観
な
ど
に
用
ゆ
る
一
流
は
、
あ
れ

は
あ
め
は
一
流
太
白
練
、
い
づ
れ
は
縁
日
も
の
ゝ
一
流
だ
が
、
厳
格
な

意
味
で
一
流
と
い
ふ
の
を
吟
味
す
る
と
、
世
間
周
知
の
一
流
は
将
棋
倒

し
に
失
格
し
や
う
。
石
井
氏
の
風
俗
画
は
そ
ん
な
の
で
な
い
本
格
の
一
流

で
あ
る
。
つ
ゝ
ま
し
や
か
な
ユ
ー
モ
ア
、
ち
つ
と
も
画
格
を
落
さ
な
い
で

上
品
ぶ
つ
て
は
ゐ
な
い
。
こ
と
し
の
は
矢
ガ
ス
リ
の
や
う
な
描
法
が
気
に

な
つ
て
、
少
し
ス
ツ
ペ
リ
し
過
ぎ
た
嫌
ひ
が
あ
つ
た
が
、
今
回
想
し
て

み
る
と
、
あ
の
浴
み
し
て
ゐ
る
二
婦
人
な
ど
、
や
つ
ぱ
り
良
い
筋
の
風

俗
画
だ
石
井
氏
の
も
の
で
本
年
の
収
穫
と
し
て
推
賞
し
た
い
の
は
大
菩

薩
峠
の
さ
し
絵
だ
。
あ
れ
は
い
つ
か
ら
出
始
め
た
か
忘
れ
た
が
、
殊
に
よ

つ
た
ら
去
年
だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
初
め
の
方
で
す
す
き
の
原
に

び
わ
を
背
負
つ
て
ゐ
る
座
頭
、
闇
の
中
に
結
び
髪
の
女
の
立
つ
て
ゐ
る

の
だ
が
、
囲
炉
裏
の
傍
に
づ
き
ん
を
冠
つ
て
刀
を
杖
に
し
て
ゐ
る
机
龍

之
介
な
ど
、
い
づ
れ
も
三
四
寸
に
過
ぎ
ぬ
も
の
な
が
ら
、
一
々
玩
味
し

て
う
む
こ
と
を
知
ら
ぬ
佳
品
で
あ
つ
た
。

13
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
６
１
６
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

十
五
日
夜
、
御
揃
に
て
御
来
社
の
由
、
深
謝
、

昨
日
、
木
村
氏
来
訪
。
署
名
調
印
す
み
。

白
井
喬
二
氏
参
。
よ
み
う
り
に
何
か
か
く
由
。
昨
日
の
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日
日
新
聞
の
大
広
告
。
ビ
ツ
ク
リ
。
大
変
よ
ろ
し
い
。

山
下
氏
来
訪
。
龍
之
助
弁
信
を
切
ら
ん
と
す
を

み
て
、
安
田
氏
の
日
蝕
よ
り
優
と
の

激
賞
、

日
本
画
の
玉
子
ら
し
き
も
の
の
謂
集

〝
精
進
精
進
〟
を
連
呼
し
て
三
嘆
す
。

と
も
か
く
、
反
響
意
外
に
大
な
り
、
中
里
氏
以
て

如
何
と
な
す
、
昨
日
、
22
、
15
、
７
、
１マ

マ２
、
売
約
。

入
場
数
約
百
五
十
。
最
終
日
に
、
木
村
、
石
井
、
白
井
、

畑
氏
、
小
生
等
に
て
夕
飯
を
共
に
し
た
し
。
御
都
合
を
乞
ふ
、

　

葉
書
の
宛
先
は
、「
府
下
板
橋
中
丸
二
六
五
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
一
九

二
五
年
一
二
月
一
七
日
、
消
印
は
押
さ
れ
て
い
な
い
。
表
面
左
下
に
日
付
け
が

あ
り
、
つ
づ
い
て
「
西
田
武
雄
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
。

  

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
右
に
い
う
白
井
喬
二
の
件
に
つ
い
て
は
未
詳
。

　
『
東
京
日
日
新
聞
』の
広
告
に
つ
い
て
は
、「
画
時
代
的
な
挿
画
の
展
覧
会　

本

紙
「
大
菩
薩
峠
」
の
原
画
そ
の
他
／
日
米
信
託
楼
上
で
」（『
東
京
日
日
新
聞
』

一
九
二
五
・
一
二
・
二
六
、
一
一
頁
）
と
い
う
二
段
抜
き
の
見
出
し
で
掲
げ
ら

れ
た
以
下
の
記
事
を
指
す
。
以
下
、
全
文
を
引
く
。

新
聞
や
雑
誌
の
挿
絵
は
一
流
大
家
の
も
の
は
か
つ
て
見
る
こ
と
が
出
来

な
か
つ
た
然
る
に
こ
の
積
年
の
弊
風
を
果
敢
に
打
ち
破
つ
て
新
聞
雑
誌

の
挿
絵
を
立
派
な
芸
術
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
た
も
の
に
石
井
鶴

三
、
小
杉
未
醒
、
木
村
荘
八
氏
等
が
あ
る
、
三
人
と
も
春
陽
会
の
首
脳

で
あ
つ
て
殊
に
石
井
氏
の
如
き
彫
刻
家
と
し
て
も
院
展
に
一
勢
力
を
張

つ
て
ゐ
る
人
で
、
氏
が
本
紙
所
載
の
小
説
中
里
介
山
氏
作
『
大
菩
薩
峠
』

の
挿
絵
に
筆
を
執
る
様
に
な
つ
た
時
世
間
は
目
を
見
張
つ
て
驚
い
た
も

の
で
わ
が
挿
絵
界
に
新
生
面
を
開
い
た
と
同
時
に
わ
が
美
術
界
に
も
時

代
を
画
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
へ
い
は
れ
鏑
木
清
方
氏
の
如
き
大
正
十

四
年
度
の
美
術
界
に
お
け
る
一
大
収
穫
で
あ
つ
た
と
激
賞
し
て
ゐ
る
、

そ
こ
で
斯
う
し
た
名
画
を
此
ま
ゝ
葬
つ
て
し
ま
ふ
の
は
如
何
に
も
残
念

で
あ
る
と
い
ふ
の
で
室
内
社
の
西
田
武
雄
氏
が
石
井
、
小
杉
、
木
村
の

三
氏
を
説
き
廻
つ
て
石
井
氏
の「
大
菩
薩
峠
」の
廿
八
点
、
木
村
氏
の「
富

士
に
立
つ
影
」
の
廿
一
点
、
小
杉
氏
の
「
清
水
次
郎
長
」
の
十
二
点
の
原

画
を
京
橋
日
米
信
託
ビ
ル
の
二
階
で
十
五
日
か
ら
十
日
間
一
般
に
公
開

展
覧
す
る
こ
と
と
な
つ
た

　

当
時
、『
東
京
日
日
新
聞
』
に
は
中
里
介
山
作
・
石
井
鶴
三
挿
絵
「
大
菩
薩
峠
」

が
連
載
さ
れ
て
い
た
縁
も
あ
っ
て
の
記
事
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
挿
絵
史
か
ら
説

き
起
こ
し
、
鶴
三
を
中
心
に
据
え
た
好
意
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
西
田
か

ら
す
れ
ば
、
文
字
通
り
「
中
里
氏
以
て
如
何
と
な
す
」
と
い
う
意
を
強
く
す
る

記
事
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
来
訪
し
た
山
下
氏
と
は
、
洋
画
家
の
山
下
新
太
郎
で
あ
ろ
う
。
こ
の

年
、
話
題
に
な
っ
て
い
た
安
田
靫
彦
「
日
食
」
を
引
き
合
い
に
出
し
た
最
大
級

の
賛
辞
が
鶴
三
の
挿
絵
（
原
画
）
に
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
鶴
三
の
画

業
に
と
っ
て
ば
か
り
で
な
く
、
芸
術
と
し
て
の
挿
絵
、
さ
ら
に
は
今
回
の
展
覧

会
に
対
す
る
、
た
い
へ
ん
意
義
深
い
支
持
だ
と
い
え
よ
う
。

　

文
末
の
「
夕
食
」
の
件
に
つ
い
て
は
、
小
杉
放
菴
記
念
日
光
美
術
館
所
蔵
・

小
杉
放
菴
の
『
日
記
―
―
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
月
一
日
～
一
九
二
六

（
大
正
一
五
）
年
一
〇
月
一
二
日
』（
管
理
番
号0221kk0008

）、「
一
九
二
五

年
一
二
月
二
四
日
」
の
項
に
「
西
田
室
内
社
／
の
招
宴
に
銀
坐
の
一
葉
に
行
く

　

酔
帰
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
宴
席
が
も
た
れ
た
こ
と
と
そ
の
会
場
が
確
認



墨画小品展と「大菩薩峠」挿絵──新出石井鶴三宛中里介山・西田武雄書簡から33

で
き
る
（
実
際
の
参
加
者
等
に
つ
い
て
は
未
詳
）。

14
、
石
井
鶴
三
宛
中
里
介
山
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
１
５
］）

今
日
山
よ
り
帰
来　

お
手
紙
拝
見
。

も
う
一
応マ
マ

小
生
の
意
志
を
申
上
げ
て
置
き
ま
す
。

今
回
の
小
生
の
所
見
は
画
家
と
し
て
は
貴
下
の
人
格

を
信
じ
て
作
物
と
し
て
は
或
物
と
の
並
列
を
嫌
つ
た
の
で

す
。

現
時
の
文
壇
の
あ
る
空
気
に
は
小
生
の
作
物
を
誣
い
ん

と
し
て
一
種
の
た
く
み

0

0

0

を
持
つ
者
が
多
い
。
小
生
は
彼
等
の

卑
劣
を[

悪　

ミ
セ
ケ
チ]

に
く
ん
で
ゐ
る
。
─
こ
れ
は
決
し
て
ひ
が
み

0

0

0

で
は
な
い
。

小
杉
氏
が
講
談
物
を
執
筆
す
る
動
機
は
知
ら
な
い
が
、［
改
ペ
ー
ジ
］

若
し
同
君
が
「
西
遊
記
」
の
如
き
も
の
を
執
筆
し
て
個
々

の
人
物
を
表
現
さ
せ
た
ら
非
常
に
面
白
か
ら
う
と
思
ふ
。

そ
う
で
も
あ
つ
た
ら
小
生
も
首
肯
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

バ
ク
チ
打
ち
だ
か
侠
客
だ
か
さ
う
い
ふ
も
の
を
描
い
て
何
の

抱
負
が
あ
る
の
で
す
か
。
オ
レ
ほ
ど
の
大
家
が
斯
う
い

も
の
を
執
筆
し
て
見
せ
る
と
い
ふ
フ
ザ
け
た
気
持
な
ら

論
外
で
す
。

兎
に
角
小
生
は
作
物
を
他
の
目
的
の
為
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
絶
対
に
不
可
と
し
ま
す
。

今
回
の
事
は
貴
下
の
人
格
を
信
じ
た
も
の
で
貴
下
の
［
改
ペ
ー
ジ
］

為
な
ら
ば
甘
ん
じ
て
縁
の
下
の
力
持
で
も
何
で
も
つ
と
め

や
う
と
思
つ
た
精
神
が
西
田
に
わ
か
ら
な
か
つ
た
の
で

す
。

今
後
は
ど
う
か
此
の
点
を
御
諒
察
下
さ
い
。
小
生
は

読
物
と
す
る
以
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
外
に
は
演
劇
、
映
画
、
そ
の
他
す

べ
て
の

複
製
を
謝
絶
し
て
ゐ
ま
す
。

西
田
に
は
何
を
云
つ
て
も
わ
か
る
ま
い
か
ら
貴
下
に
だ
け

こ
れ
を
申
上
げ
て
置
き
ま
す
。
先
は

　
　

十
二
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
里
生

石
井
様　

侍
史

　

宛
先
は
、「
市
外
板
橋
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
日
付
は
本
文
・
消
印
と

も
に
一
九
二
五
年
一
二
月
一
八
日
、
消
印
の
時
間
は
午
後
一
～
二
時
、
地
名
は

早
稲
田
。
裏
面
に
は
、
十
二
月
十
八
日
と
日
付
が
記
さ
れ
、
左
下
に
「
東
京
牛

込
早
稲
田
／
鶴
巻
三
百
／
中
里
彌
之
助
」
と
朱
印
で
住
所
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

日
付
け
か
ら
す
れ
ば
、
す
で
に
墨
画
小
品
展
は
開
催
中
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
で
も
中
里
介
山
は
、
不
快
の
念
を
隠
さ
ず
に
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、

直
接
・
間
接
的
に
批
判
さ
れ
て
い
る
、
小
杉
未
醒
や
西
田
武
雄
に
は
（
理
解
さ

れ
そ
う
に
な
い
か
ら
）
い
わ
な
い
に
せ
よ
、
鶴
三
に
は
、
そ
う
し
た
内
意
を
も

ら
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る（「
貴
下
に
だ
け
こ
れ
を
申
し
上
げ
て
置

き
ま
す
。」）。
主
旨
と
し
て
は
、
本
稿
一
で
と
り
あ
げ
た
書
簡
［
高
１
─
２
３

ａ
］
同
様
、
自
身
の
作
品
（
こ
こ
に
は
、
鶴
三
に
よ
る
「
大
菩
薩
峠
」
挿
絵
も

含
ま
れ
る
は
ず
だ
）
が
、
低
俗
な
も
の
と
並
置
さ
れ
る
こ
と
を
、
よ
し
と
し
な

い
と
い
う
明
快
な
態
度
表
明
で
あ
る
。
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三
、
そ
の
後
の
西
田
武
雄
と
の
関
係

　

表
面
的
な
盛
況
の
裏
で
ト
ラ
ブ
ル
も
く
す
ぶ
っ
て
い
た
墨
画
小
品
展
。

　

そ
の
後
、
石
井
鶴
三
と
中
里
介
山
と
の
間
で
は
、
挿
絵
著
作
権
を
め
ぐ
っ

て
「
挿
絵
事
件
」（
一
九
三
四
）
と
称
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
表
面
化
し
て
し
ま

う
。
一
方
、
石
井
鶴
三
と
西
田
武
雄
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
良
好
な
関
係
が
つ
づ
い
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
昭
和
初
年
の
日
記
を
参
照
す
る
と
、
一
九
二
九
年
、「
一
月
九

日
（
水
）」
の
項
に
は
「
帰
り
に
室
内
社
に
よ
っ
て
見
る　

こ
こ
で
も
西
田
氏

3

3

3

在
宅
運
の
よ
い
日
で
あ
る　

し
ば
ら
く
話
し
て
帰
る
」、「
九
月
九
日
（
月
）」
の

項
に
は
、「
室
内
社
を
た
ず
ね
西
田
君

3

3

3

在
宅
し
ば
ら
く
話
し
て
、
多
田
君
略
歴

を
借
り
る
」、
な
ど
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る（

（1
（

。

　

ま
た
、
信
大
蔵
「
石
鶴
三
関
連
資
料
」
か
ら
は
、
そ
の
後
の
、
両
者
の
関
係

が
う
か
が
え
る
書
簡
が
一
通
発
見
さ
れ
て
い
る
。

15
、
石
井
鶴
三
宛
西
田
武
雄
書
簡
（
仮
番
号
［
書
２
─
２
２
６
］）

拝
啓

拙
著
画
志
願
者
諸
先
生
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
の
で
、
気
を
よ
く
し
て

い
ま
す
。
就
て
は
春
陽
会
雑
誌
へ
広
告
を
出
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
先
生
の
御

紹
介
の
一
文
を
同
誌
へ
御
掲
載
願
へ
ま
す
れ
ば
こ
の
上
も
な
い

幸
と
存
じ
ま
す
。
広
く
画
学
生
の
方
々
に
読
ん
で
い
た
た
き
た
い
と
思
つ

て
お
り
ま
す
。「
ヱ
ツ
チ
ン
グ
」も
皆
様
の
御
助
力
に
よ
り
ま
し
て
日
増
し
に
成

長

し
て
行
き
ま
す
の
で
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
先
生
に
も
是
非
ヱ
ツ
チ
ン
グ
を
お
初

め
下
さ
る
こ
と
を
お
推
め
い
た
し
ま
す
。
高
村
光
太
郎
先
生
も
積
年
の
素
描
を

全
部
ヱ
ツ
チ
ン
グ
に
し
た
い
と
の
御
手
紙
を
い
た
た
き
ま
し
た
。

　
　

春
陽
会
研
究
所
の
お
か
へ
り
に
で
も
御
立
よ
り
願
へ
ま
す
れ
ば
こ
の
上

　
　

も
あ
り
ま
せ
ん
、
右
お
願
ひ
ま
で　
　
　
　
　
　
　

西
田
武
雄

　
　
　
　
　
　
　

石
井
鶴
三
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
史

　
　

昭
和
八
年
三
月
二
十
七
日

　

宛
先
は「
板
橋
区
板
橋
町
三
丁
目
三
六
六
／
石
井
鶴
三
先
生
／
侍
史
」、
日
付

は
消
印
・
本
文
と
も
に
一
九
三
三
年
三
月
二
七
日
、
消
印
の
時
間
は
読
み
と
れ

な
い
、
地
名
は
麹
町
。
裏
面
中
央
に
は
「
東
京
市
麹
町
区
麹
町
二
丁
目
十
二
番

／
洋
画
、
彫
刻
、
版
画　

室
内
社
画
堂
／
西
田
武
雄
／
電
話
九
段
（
33
）
〇
五

一
四
／
振
替
東
京
三
四
四
八
八
」
と
刷
ら
れ
、
そ
の
右
側
に
「
三
月
二
十
七
日

　

西
田
武
雄
」
と
直
筆
で
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
主
に
画
商
と
し
て
き
て
紹
介
し
た
西
田
武
雄
は
、
二
節
冒
頭
で

確
認
し
た
よ
う
に
、
エ
ッ
チ
ン
グ
普
及
に
努
め
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
、
一

九
三
二
年
に
は
『
エ
ッ
チ
ン
グ
』
を
創
刊
し
て
も
い
る
。
鶴
三
も
関
わ
っ
て
い

る
『
春
陽
会
雑
誌
』
に
も
広
告
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
広
告
文
を
鶴
三
に
依
頼

す
る
と
い
う
の
が
、
右
の
書
簡
の
要
件
で
あ
っ
た
。
逆
に
い
え
ば
、
仕
事
・
芸

術
を
を
介
し
て
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
両
者
の
交
友
は
つ
づ
い
て
い
た
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
西
田
が
鶴
三
に
エ
ッ
チ
ン
グ
を
勧
め
て
い
る
件
に

読
み
と
れ
る
。

　

ま
た
、
西
田
武
雄
は
『
エ
ッ
チ
ン
グ
』
を
介
し
て
高
村
光
太
郎
と
も
つ
な
が

っ
て
い
た
よ
う
で
、
鶴
三
と
光
太
郎
と
の
親
密
な
関
係（

（1
（

を
想
起
す
れ
ば
、
そ
う

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
文
面
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
時
期
に
お
け
る



墨画小品展と「大菩薩峠」挿絵──新出石井鶴三宛中里介山・西田武雄書簡から35

西
田
の
芸
術
家
と
の
人
間
関
係
の
一
端
も
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　

†

　

最
後
に
、
本
稿
冒
頭
で
掲
げ
た
挿
絵
と
い
う
問
題
領
域
に
話
題
を
戻
し
て
お

く
な
ら
ば
、
大
正
末
年
の
代
表
作
を
契
機
に
、
石
井
鶴
三
は
挿
絵
画
家
と
し
て

文
字
通
り
の
第
一
人
者
と
し
て
の
活
躍
を
つ
づ
け
、
最
晩
年
ま
で
請
わ
れ
て
挿

絵
を
描
い
た
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
新
聞
（
連
載
小
説
掲
載
誌
）
と
い
う
日
常
的

な
場
だ
け
で
な
く
、
そ
の
挿
絵
を
展
覧
会
と
い
う
場
に
供
し
た
墨
画
小
品
展
、

さ
ら
に
は
そ
れ
を
仕
掛
け
た
西
田
武
雄
と
は
、
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
に
と
っ

て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
意
義
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
挿

絵
を
芸
術
と
し
て
扱
う
、
と
い
う
振
る
舞
い
に
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
、
挿
絵

の
芸
術
化
を
め
ぐ
る
歴
史
的
な
一
コ
マ
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
注

⑴	　

匠
秀
夫
『
近
代
日
本
の
美
術
と
文
学
』（
木
耳
社
、
一
九
七
九
）、
拙
論
「
挿
絵
画
家
・

石
井
鶴
三
と
そ
の
評
価
」（
信
州
大
学
附
属
図
書
館
編
『「
時
代
小
説
作
家
と
挿
絵
画
家
・

石
井
鶴
三
」
展
・
資
料
集
』
信
州
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
一
二
）
参
照
。

⑵　

上
司
小
剣
『
東
京
』
に
関
す
る
石
井
鶴
三
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
荒
井
真
理
亜
「
上

司
小
剣
『
東
京
』(

四
部
作)

の
成
立
過
程
─
─
上
司
小
剣
宛
石
井
鶴
三
書
簡
の
紹
介
」

（『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌　

資
料
探
索
』
第
七
号
、
二
〇
一
一
）・「
上
司
小
剣
「
東
京
」

〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連
載
の
事
情
─
─
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
」（『
信

州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
一
三
・
一
）
を
参
照
。

⑶　

三
木
多
聞
「
大
正
末
期
の
石
井
鶴
三
」（『
石
井
鶴
三
全
集　

第
二
巻
』
形
象
社
、
一
九

八
六
、
五
〇
七
頁
）

⑷　

西
村
清
和
『
イ
メ
ー
ジ
の
修
辞
学　

こ
と
ば
と
形
象
の
交
叉
』（
三
元
社
、
二
〇
〇
九
）

参
照
。

⑸　

木
村
荘
八
「
挿
絵
と
本
絵
」（『
明
治
大
正
昭
和
挿
絵
文
化
展
記
念
図
録
』
日
本
電
報
通

信
社
、
一
九
四
一
／
引
用
は
『
木
村
荘
八
全
集　

第
二
巻
』
講
談
社
、
一
九
八
二
、
二
一

二
頁
）
に
は
、「
大
体
誰
が
拵
え
た
言
葉
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
挿
絵
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
に
対
す
る
対
照
的
な
言
葉
と
し
て
本
絵
と
い
う
言
葉
が
行
わ
れ
て
居
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。
本
絵
と
い
う
の
は
、
ま
あ
本
当
の
絵
と
い
う
意
味
と
思
い
ま
す
。
決
し
て
正

確
な
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
併
し
乍
ら
一
般
に
そ
れ
が
行
わ
れ
て
、
挿
絵
に
対
す
る
本

絵
と
申
し
ま
す
。
／
具
体
的
に
言
う
と
、
新
聞
や
雑
誌
に
い
ろ
い
ろ
絵
を
描
い
て
居
る
も

の
が
挿
絵
家
、
そ
れ
か
ら
上
野
の
展
覧
会
を
通
じ
て
仕
事
を
す
る
の
が
本
絵
師
と
い
う

妙
な
区
別
が
い
つ
の
間
に
か
生
じ
て
来
た
。」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
ま
た
、
小
杉
放
庵マ

マ

「
挿
絵
」（『
放
庵
画
壇
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
〇
、
一
七
七
‐
一
七
八
頁
）
に

は
、「
挿
絵
と
本
画
を
別
に
し
て
考
え
る
、
本
画
は
第
一
義
的
で
挿
絵
は
第
二
義
的
、
と

す
る
こ
と
も
如
何
な
話
、
挿
絵
に
も
第
一
義
第
二
義
あ
り
、
本
画
に
も
ピ
ン
か
ら
キ
リ

ま
で
あ
り
、
挿
絵
は
独
立
せ
ず
、
そ
れ
故
等
級
を
低
う
す
る
も
の
と
考
え
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
真
に
独
立
し
た
美
術
と
い
う
も
の
少
な
く
、
玉
葱
と
ガ
ラ
ス
壺
に
興
を
催
し

た
絵
、
お
さ
ん
茂
平
の
浄
瑠
璃
に
形
を
寄
せ
た
挿
絵
、
二
つ
な
が
ら
同
一
線
に
立
ち
得

て
障
り
な
い
で
あ
ろ
う
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
最
後
の
日
や
、
ヴ
ィ
ン
チ
の
最
後
の
晩

餐
は
、
あ
れ
は
畢
竟
聖
書
の
挿
絵
だ
が
、
あ
れ
を
第
二
義
に
す
る
と
な
れ
ば
、
世
間
の

相
場
は
第
二
を
以
て
第
一
の
上
に
置
く
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
一
節
が
読
ま
れ
る
。
ま
た
、

鶴
三
の
挿
絵
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
・
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
石
井
鶴
三
宛
書
簡

の
整
理
を
は
じ
め
て
─
─
挿
絵
（
画
家
）
か
ら
近
代
文
学
・
出
版
（
研
究
）
を
考
え
直
す

た
め
に
」（『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
一
二
・
三
）
参
照
。

⑹　

石
井
鶴
三
「
自
序
」（『
石
井
鶴
三
挿
絵
集　

第
一
巻
』
光
大
社
、
一
九
三
四
、
二
九
‐

三
〇
頁
）
に
は
、「
け
れ
ど
も
、
中
里
氏
の
こ
の
謬
見
は
今
に
は
じ
ま
つ
た
こ
と
で
な
く
、

既
に
大
正
十
四
年
の
冬
、
小
生
が
大
菩
薩
峠
挿
絵
の
原
画
を
、
展
覧
し
た
時
に
さ
か
の

ぼ
る
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
一
節
が
読
ま
れ
る
。

⑺　

紅
野
謙
介
「
新
聞
小
説
と
挿
絵
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
─
─
一
九
二
〇
年
代
の
転
換
を

め
ぐ
っ
て
」（『
岩
波
講
座
文
学
２
メ
デ
ィ
ア
の
力
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
）
参
照
。
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⑻　

ト
ラ
ブ
ル
以
前
の
、
中
里
介
山
と
石
井
鶴
三
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
拙

論
「
大
正
末
に
お
け
る
石
井
鶴
三
と
中
里
介
山
の
関
わ
り
─
─
雑
誌
『
婦
人
之
友
』
と
「
小

野
の
小
町
」
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
」（『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
一
三
・

一
）
参
照
。

⑼　

石
井
蹊
子
・
長
原
ル
リ
ヤ
編
「
年
譜
・
書
誌
」（
石
井
鶴
三
『
山
精
』
形
象
社
、
一
九
八

三
、
一
六
五
頁
）
に
は
大
正
一
四
年
の
項
に
、「
一
二
月
、
京
橋
室
内
社
画
堂
に
お
い
て
木

村
荘
八
（「
富
士
に
立
つ
影
」）
小
杉
未
醒
「
講
談
清
水
次
郎
長
」）
石
井
鶴
三
（「
大
菩
薩

峠
」）
原
画
展
開
く
。」
と
、
小
高
志
郎
・
槌
田
満
文
・
三
井
永
一
編
「
年
譜
」（『
木
村
荘

八
全
集　

第
八
巻
』
講
談
社
、
一
九
八
三
、
三
八
八
頁
）
に
は
、
大
正
一
四
年
の
項
に
、

「
小
杉
未
醒
、
石
井
鶴
三
と
挿
画
展
（
十
二
月
十
五
日
～
二
十
四
日
、
室
内
社
）
を
共
催
。」

と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
。

⑽　

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
編
『
美
術
家
人
名
事
典　

古
今
・
日
本
の
物
故
画
家
三

五
〇
〇
人
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
九
、
四
四
九
頁
）

⑾　

芝
川
照
吉
に
関
し
て
は
、
佐
々
木
静
一
「
近
代
日
本
絵
画
初
期
の
パ
ト
ロ
ン
芝
川
照
吉

Ⅰ
～
Ⅸ
」（『
三
彩
』
第
四
三
六
～
四
四
二
、
四
四
四
、
四
四
七
号
、
一
九
八
四
・
一
～
七
、

九
、
一
二
）
参
照
。

⑿　
『
石
井
鶴
三
日
記
Ⅰ　

第
一
巻
』（
形
文
社
、
二
〇
〇
五
、
四
三
四
頁
、
四
五
二
頁
）

⒀　

出
口
智
之「
高
村
光
太
郎
と
石
井
鶴
三
─
─
信
州
大
学
蔵
新
出
高
村
光
太
郎
書
翰
か
ら
」

（『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
一
二
・
三
）
参
照
。

※
本
稿
で
紹
介
し
た
鶴
三
宛
書
簡
の
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
、
荒
井
真
理
亜
氏
・
髙
野
奈
保
氏
・

多
田
蔵
人
氏
・
出
口
智
之
氏
の
多
大
な
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
（
も
ち
ろ
ん
、
本
稿
の
文

責
は
松
本
に
あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
小
杉
放
菴
の
日
記
の
閲
覧
・
引
用
に
つ
い
て
は
、
小
杉
放

菴
記
念
日
光
美
術
館
及
び
同
館
学
芸
課
の
田
中
正
史
氏
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
謝
意
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


